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2024年12月18日（水）　　　　　　　　　　　　　司会・記録:藤田　孝子
	松村
	斎藤
	蕨野
	西舘
	藤田
	佐々木
	大井

	業務
	業務
	年休
	○
	○
	業務
	業務


· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書10月分作成・アップロードをお願いします。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：情報システム委員会 北向委員長
　CC：情報システム委員会（田高さん、長濱さん、白川AOM）で依頼メール送信しましょう。
※依頼者はデータを指定のフォルダに保存して下さい。

2024年度情報システム管理委員会→ホームページ関連→Ｒ6．○月記事
・第8回 院内勉強会
　日時：12/17（火）・18(水) 17：15～　場所：メンタル３F 会議室

　内容：「精神保健・障害者総合支援法」　講師：宇津木澤PSW

＜利用者様情報＞
デイケア
・特記する利用者様はおりません。

ショートケア
・武田　宣子様～就労や気になる異性の事を主治医へ相談できたと話されており、スッキリとした表情見られている。就労については、年明けに再度相談出来るよう青明舎の計画相談へ連絡をとってみると話されている。主治医にも相談できない事として、最近性的欲求が強くなっていると訴える。「自分の体が変なのか？」と相談受けており、女性ホルモンのバランスによる影響を説明し、年齢的には正常な働きである事を伝えている。
デイナイトケア
・繁名　和恵様～来所し少々すると幻聴の内容を不満そうに話しており、普段から同様の傾向があるが幻聴への不満を訴える際には南部弁で強い口調で訴えており本日も同様である。しばしすると落ち着いた様子で笑顔も見られるようになるが、またしばらくすると頭痛を訴え始めている。その後も独語しており、幻聴の内容をスタッフに訴えている。10時50分には、本人様の希望によりポンタールカプセル1錠服用されている。
＜青風荘事例検討会＞
青風荘入居者様　事例検討会　資料
実施日：2024年12月18日（水）　　　　 
資料作成者：藤田　孝子（精神保健福祉士）

検討内容　これまでの経過の把握と今後のケアの方向性の検討・共有

	氏名
	巴　勇樹　様
	性別
	男
	年齢
	44
	生年月日
	　S 54年 2月 6日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・対人関係、身体機能の維持・向上　　・作業能力・持続性の維持、向上

・病識を身につけ、身体的、精神的に安定する　　
・基本的生活習慣の修得　　・社会資源の利用

	本人希望
	集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。

	家族希望
	施設入所を継続してほしい。

	入院歴
	計　11　回（最終：H26年7月17日～R2年7月1日）※当院7回

	通所歴
	　4　回目：R5年7月～現在（週5回/月・火・水・木・金曜日）

	生活歴・治療歴
	五戸町にて同胞3名の第2子として出生。中学校入学し1ヶ月程は通学していたが、友人が離れ孤立したことを理由に登校拒否し、自室に閉じこもり部屋でﾃﾚﾋﾞを見たり、TVｹﾞｰﾑをして過ごすようになる。時折、教師や友人が自宅に訪問し、勉強等を教えていた。その後、八戸中央高校を受験し入学したが、本人の拒否により1度も高校に行かず中退となる。

H8年末頃より物を投げるなど暴力性が顕著となり、H8.12.31みちのく記念病院へ入院。H9.3.20同院退院後も症状は不安定であり、同院には以後3回の入退院を繰り返していた(②H10.2.20～H10.10.3、③H10.3～H10.4.8、④H10.8.14～H10.9.5)。H10.9.5みちのく記念病院を退院。家族が今後の事について同院へ相談に行くが、相手にしてもらえず不満を抱き､みかわ神経科内科を受診。幻覚･妄想様の訴えがあり、同院からの紹介によりH10.9.5当院1回目の入院。入院中は自室の窓から離院を図ることや、「黒いものが見えて怖い」などと訴える事が目立っていたが、徐々に症状改善し、H15.10.7当院退院。退院後はデイケア、訪問看護を利用していたが病状悪化と寛解を繰り返し以後､当院へ6回の入院歴がある。（②H10.9.5～H15.10.7、③18.10.10～H21.6.14、④H22.12.9～H23.4.17、⑤H25.4.27～H25.7.15、⑥H25.10.2～H26.4.5⑦H26.4.11～H26.6.25）

H26.6.25当院退院後はデイナイトケア、訪問看護を利用し自宅での生活を送っていたが、７月中旬から夜間の１時、２時に覚醒し、7/17早朝「具合が悪い（胸、腹）。入院したい」と興奮状態となり、父、母様に付き添われ当院受診。Ｈ26.7.17当院7回目の入院となる。

入院は、後薬物療法・精神療法を継続。H27.2.19(13：00)喫煙要求が通らず、苛々感が出現。ホールの椅子を投げる等の粗暴行為がみられていた。筋注施行するが、以後も喫煙要求・粗暴行為は継続していた。精神運動興奮状態であり、不穏状態が見られる事から、自傷・他害に至る危険を回避する為、同日(15:30)終日隔離処遇を開始。H27.2.20本人より治療の同意が得られないことから、医療保護入院へ入院形態を変更。

　以後も喫煙要求は認められ、他患者の嗜好品を貰う・盗む等の行動が続いていたが、粗暴行為なく経過していた。薬物療法等により症状鎮静好転化、本人から治療の同意が得られたことからH30.5.16任意入院へ入院形態を変更。開放病棟へ転入となる。転入後も、粗暴行為なく経過、問題行動は続いているが都度指導する事で減少傾向となっており、外泊訓練・服薬自己管理の指導を開始する。R2.6月より障害者自立訓練施設「青山荘」の体験利用を実施し問題無く経過、青山荘への入所が決まりR2.7.1当院退院となる。青山荘内での生活は自室に閉じこもり無為に過ごす事が多く指導を受ける事や、喫煙要求が我慢できず喫煙ルールが守れない事で粗暴行為が見られる事もあった。R5.7.1で青山荘入所期限となり、グループホーム「青風荘」へ入居となる。入居に伴い、7.3よりデイナイトケア・デイケア利用開始となっている。

	その他サービス利用
	青風荘入居　令和5年7月1日～現在

	住居：

R5、7、1より

グループホーム｢青風荘｣　入居中

	家族構成

父様はR2に死去、母様は協力的ではあり、外出泊も行っている。
兄様は結婚しており、母様と同居。妻と子供は別居。
妹様は結婚しており、八戸市在住。

	利用制度
	障害基礎年金1級（17万円/2ヶ月）　　　　精神障害者保健福祉手帳1級

重度心身障害者医療費助成制度　　　　　 　障害福祉サービス　区分3　

	その他情報



【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、現在の生活（青風荘・デイナイトケア）に慣れ、集団生活を継続する。
	①不調がある時は自分からスタッフに伝えることができるようになる。
	①病状悪化となるきっかけに気付きスタッフに相談できるようになる。
	①スタッフに声を掛けられて、不調に気付くことができるようになる。スタッフは不調について具体的に説明ができるように、本人の様子を見て声を掛ける。



	
	②ルールを守り、周囲への配慮ができるようになる。
	②青風荘での生活、青陽館のプログラムや日課に慣れる。
	②ルールを守り、周囲を見て遅れないように行動する。スタッフは事前に声かけを行い、周囲とのトラブルを未然に防ぐ。



【追記事項】
・青陽館利用開始間もなくは強い眠気があり、日課やプログラム開始前に声を掛けるが、なかなか目覚めず、しばらく寝ぼけた様子が継続した後でやっとプログラムに参加している。
・病識はあり、薬物療法により陽性症状は潜在化し、病状は安定している。また、服薬は自己管理しており、忘薬すること無く経過している。時折、声を出して笑っていることがあり、声かけに「昔の事を思い出したらおかしくなって笑わさった」と話している。
・R6.4.24と11.13に利用者様や青風荘スタッフに対して2回の粗暴行為あり、粗暴行為に至った経緯等について振り返りを行っており、反省の言葉も聞かれており、相手に対して謝罪している。
・多飲水傾向が見られており、利用開始直後より声掛けを継続して行っているが、徐々に飲水回数や一度の飲水量が減少してきている。
・身支度のだらしなさが見られており、シャツの裾がはみ出していたり、気温に合わせた服装が出来ず、汗ばんでいたり寒さを訴え衣類を取りに戻る事があり、都度声掛けを行い改善を図っているが、なかなか改善されないのが現状。
・R6.2.26に青風荘より情報提供あり、青風荘内での特定男性利用者様からの性的逸脱行為が発覚、両者に確認したところ、最初は否定していたが後に認めており、入院中からされていたと話している。相手の利用者様は「今後はそのような事はしない」と話し謝罪しており、青風荘スタッフより厳重注意を受けている。その後は性的逸脱行為の報告は無い。
・プログラム参加への拒否は無く、目立ったトラブルもなく、青陽館の利用が継続出来ている。クラブ活動では書道クラブに参加し、積極的に取り組んでいる。
【青風荘での様子】
・不調や不満等があっても上手く言語化できないため、溜め込み過ぎて爆発しない様声を掛けている。自覚出来ていないのか、声掛けにも｢ない｣と答えている。2回の暴力行為についても、その前に本人がモヤモヤするような出来事があり、それが原因となって暴力行為に発展したのではないかと推測されており、適宜声掛けを行い、不満等の軽減を図れるよう支援していく。
・疲れがたまってきたり、眠気が強くなってくると手の震戦が出現する。酷い時には早目の就寝を促している。
・生活面の支援が必要となっており、身だしなみが上手く整えられたり、季節に合った服装が出来るよう、声掛けを行っている。
・1人で居室の片付けや衣類のたたみ方が上手く出来ないため週末にスタッフが一緒に行ったり、ベッド周りにCDや漫画本が散らかっていたり、ゴミ捨てが出来ていないため、毎日声掛けを行っている。
・生的逸脱行為については、その後の報告は無く、本人に尋ねても『ない』と話している。
・多飲水については、見かけた際に声を掛けていたが、一向に改善されず、また、寝具の尿汚染が1～2週間以内に2回あり、コップ預かりとなっている。それ以降は尿汚染は無いとのこと。
【今後の対応について】
　不満や不調を自覚出来ずに溜めこみ、突発的な暴力行為などに発展する事の無いよう適宜声掛けを行いながら、現在の生活が継続できるよう、本人のペースに合わせて、少しずつ出来る事を増やせるよう支援して行く。
次回：2025年1月15日(水)　13:00～
事例:山下　拓也様
